
桃園忠烈祠と
神社文化園区

桃園忠烈祠暨神社文化園區

台湾島で唯一ほぼ完全な形で
残された日本統治時代の神社建築
第二次世界大戦後の台湾では、中華民国政府によって国
家に殉じた人々を祀る忠烈祠という施設が各地に設置され
ました。1946年、桃園市の虎頭山麓に新竹県忠烈祠（当時
この地は新竹県の一部でした）として設置された今日の桃
園忠烈祠は、各地の忠烈祠と同じように、日本統治時代に
建設された神社の跡地にあります。他の忠烈祠と異なるの
は、日本式の神社建築がほぼ完全に残されていることで、
1930年代の雰囲気を今日に伝える場所として、市民に人気
のSNS撮影スポットとなり、映画のロケにも使用されていま
す。1994年に国家三級古跡に指定された施設の周辺は、
豊かな緑に覆われ、松の古木や春の桜、秋の紅葉が訪れ
る人々の目を楽しませています。
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戦後、中華民国政府は、日本統治の精神的
支柱であった神社の跡地に、抗日戦争の戦
死者をはじめ国家に殉じた人々を祀る忠烈
祠を設置しました。1972年に日本が台湾の
中華民国と断交すると、台湾の政府は、日
本の植民地統治を象徴する神社遺跡を徹
底的に取り壊すことを指示します。これによ
り、台湾全島で神社建築が次 と々姿を消し
ていきましたが、桃園神社の遺構は、全島
でほぼ唯一破壊を免れました。1980年代
半ばには、老朽化した建物の修復に際して、
神社建築を維持することの是非が議論され
ましたが、「日本の神社建築は唐の建築の
流れをくむ」という建築家の意見が通り、神
社建築のまま修復が行われました。つまり、
桃園神社の建築はこの時、「中国らしさ」に
よってその命脈を保ったわけです。

日本式神社はなぜ残った？

2.
桃園忠烈祠の前身は、日本統治時代の
1938年に創建された桃園神社です。当時
春日山と呼ばれた虎頭山の中腹を切り開き、
選び抜かれたヒノキ材で造営されました。桃
園神社からは南西方向の市街地を一望で
き、開漳聖王廟（桃園景福宮）が見渡せたと
いいます。建築には流造（ながれづくり）とい
う様式が採用されました。日本では、京都の
下鴨神社、上賀茂神社を代表として広く全
国に見られる様式で、本殿正面の屋根の前
垂れが長く延びているのが特徴です。全島
に200以上建てられた台湾の神社にも、こ
の様式が多く用いられました。本殿、拝殿、
社務所、手水舍、鳥居、石灯籠、狛犬、神
馬像、参道等が良好な状態で残され、独特
の雰囲気を醸し出しています。

神社建築の特徴は？

1.
1946年に新竹県忠烈祠として発足した当
初、忠烈祠には、台湾島からオランダ勢力
を駆逐し、清朝と戦った鄭成功に始まり、劉
永福、丘逢甲といった台湾民主国（下関条
約後、日本の台湾領有に抵抗して蜂起した
現地勢力）に関わる人々、日本統治時代の
武装抗日運動の犠牲者と、様々な人が祀ら
れていました。抗日の英雄として祀られた
人々の中には、社会主義に傾倒していた人
もいて、「反共」を掲げる中華民国政府によっ
て後に除かれた人もいます。

忠烈祠に祀られているのは？

3.
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